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要旨本⽂ 
本稿の⽬的はスポーツを事業ドメインとす
る⾮営利団体が寄付を集めるにおいて，寄付
を得るために重要となる要因が何なのかを
明らかにすることであり，基礎データとして
⾮営利団体の登録が国内で⼀番多い株式会
社 STYZ が寄付集めのプラットフォームサ
ービス，シンカブルにおける 2022 年 4 ⽉か
ら 2023 年 3 ⽉末のデータを活⽤した．先⾏
研究では⼈的要因や領域的要因，経済的要因
等で寄付が集まりにくいことを論じており，
経営⾯においても多くの団体が債務超過や
内部留保が低く，持続的に経営をしていく基
盤が低いことを指摘している．そんな中で，
寄付に着⽬した要因として，先⾏研究で財務
持続性に影響を与えるのは収益率である事
を指摘し，事業収⼊の拡⼤ではなく社会的⽀
援収⼊と論じられている．この事から，社会
的⽀援収⼊に該当する，寄付に注⽬し団体の
寄付の現状と，寄付⾦を得ている団体の傾向
に注⽬し，その要因を明らかにする事を試み
た．現状の紐解きではシンカブルが分類する
１９（その他含む）項⽬の中でスポーツ団体
は全体の中の８位に位置しスポーツ団体が
寄付が集まっていないわけでは無いことが
読み取れた． 

さらには，寄付を得られていない団体を排除

し 1 団体あたりの獲得⾦額の平均値を算出
したところ，全体の中で 3 位に位置し、寄付
に対して後ろ向きではない結果が⾒られた． 

 
こういった，情報を基に寄付を得られている
団体とそうでは無い団体を⽐較する事で，寄
付を得るため⾏っている活動を AISAS に当
て込み考察したところ，第三社機関と連携し，
認知と関⼼を募っている傾向が明らかにな
った． 

また，寄付において単発の寄付と継続的な寄
付があるがこちらに関しても傾向が⾒られ，
寄付のインセンティブが物的価値の場合単
発寄付による傾向が⾒られ，事的価値には継
続寄付が多く集まっている傾向が⾒られた．
このことを基に考察すると，現在社会的にパ
ーパス経営やCRMなどで問われている企業
の社会課題解決と連携し，ステークホルダー
に企業と連携してマーケティングを⾏うこ
とが寄付獲得の要因として考えられると論
じた．⼀⽅で，本稿では寄付を受けた側に対
してのみの調査になっており企業と連携す



  

るにあたり，企業側が団体に求める要因や価
値・対価に関しては調査できなかったことか
ら，本稿では現時点での限界が⾒られた．し
かしながら，スポーツ団体が寄付を獲得しに
くいという⾒解に疑義を呈しうるものであ
ると同時に，スポーツ団体が事業推進してい
く際の指針になれればと思う．  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


